
自
治
会
で
の
各
種
集
金
は

毎
年
、
年
度
初
め
に
、

強
制
的
に
集
め
ら
れ
る
各
種
募

金
、
協
力
金
、
会
費
等
（
交
通

安
全
会
費
３
０
０
円
、
日
本
赤

十
字
社
費
５
０
０
円
、
赤
い
羽

根
募
金
４
０
０
円
、
緑
の
羽
根

募
金
50
円
、
環
境
美
化
推
進
協

議
会
費
６
０
０
円
、
社
会
福
祉

協
議
会
協
力
金
５
０
０
円
、
地

区
体
育
協
会
協
力
金
５
０
０
円
、

更
生
保
護
募
金
２
０
０
円
、
歳

末
助
け
合
い
募
金
３
０
０
円
）

時
代
の
流
れ
に
逆
行
し
何
十
年

と
変
わ
ら
な
い
状
態
、
今
こ
そ

見
直
し
の
考
え
は
。

募
金
や
会
費
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
種
団
体
に
お
け
る

募
金
の
主
旨
や
会
の
活
動
に
賛

同
し
、
本
人
の
同
意
の
も
と
に

お
金
を
お
預
か
り
し
、
そ
の
団

体
に
自
治
会
を
通
じ
て
納
め
る

も
の
で
あ
り
、
強
制
的
に
集
金

す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
。ま

た
、
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
実
情
や
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
の
活
動
内
容
等
に
よ
り
、
統

一
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
準
会
員
費
、
体
育

後
援
会
準
会
員
費
を
市
の

補
助
金
で
賄
え
な
い
か

児
童
、
生
徒
数
の
減
少

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
体
育
後
援
会

活
動
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
津

久
田
小
、
南
雲
小
、
赤
城
北
中

で
行
っ
て
い
る
準
会
員
費
を
市

の
補
助
金
で
賄
え
な
い
か
。

準
会
員
費
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
温
か
い
支
援
の
下
に
継

続
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
各

学
校
の
児
童
生
徒
数
の
状
況
も

ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

学
校
だ
け
に
補
助
金
を
支
給
す

る
こ
と
の
不
公
平
感
や
す
べ
て

の
学
校
に
一
律
に
支
給
す
る
こ

と
の
財
政
的
な
負
担
を
考
え
る

と
、
補
助
金
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。

Ｊ
Ｒ
渋
川
駅
の
ホ
ー
ム

駅
名
看
板
に
（
伊
香
保
温
泉
口
）

と
追
記
で
き
な
い
か
。

Ｊ
Ｒ
渋
川
駅
で
は
、
平

成
20
年
度
に
駅
舎
を
改
修
す
る

計
画
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

ご
質
問
の
ホ
ー
ム
駅
名
看
板

へ
の
追
記
に
つ
き
ま
し
て
は
、

強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

渋
川
駅
前
活
性
化
施
策

と
し
て
、
チ
ン
チ
ン
電
車
（
伊

香
保
軌
道
線
）
の
車
両
を
復
元

し
て
渋
川
駅
前
に
。
観
光
施
策

と
し
て
伊
香
保
温
泉
に
そ
れ
ぞ

れ
展
示
で
き
な
い
か
。

渋
川
駅
前
は
、
現
在
の

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
対
象

区
域
外
の
た
め
活
用
で
き
ま
せ

ん
。
伊
香
保
地
区
へ
の
復
元
は
、

第
２
期
事
業
で
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
八
木
原
駅
東
口
の

設
置
及
び
（
仮
称
）
北
渋
川
駅

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
財
政
的

に
困
難
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て

い
る
。
今
後
、
設
置
す
る
に
は

地
区
の
人
口
増
を
図
る
こ
と
な

ど
具
体
的
な
市
の
施
策
が
重
要

と
考
え
る
が
、
そ
の
計
画
を
推

進
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
増
加
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
の
で
、
観
光
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
道
路
・
橋
り
ょ
う
整
備
、

企
業
誘
致
の
調
査
な
ど
と
含
め

て
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

赤
城
地
区
前
田
踏
切
は

改
良
、
規
制
解
除
と
も
に
無
理

な
ら
ば
、
現
在
の
状
態
で
で
き

る
こ
と
と
し
て
東
側
の
市
道
改

良
が
住
民
の
要
望
に
こ
た
え
る

こ
と
に
な
る
と
思
う
が
。

踏
切
及
び
前
後
の
市
道

が
一
体
的
に
整
備
さ
れ
な
い
限

り
、
対
応
で
き
な
い
旨
を
地
元

に
回
答
し
ま
し
た
。
東
側
の
市

道
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

地
元
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

須
田
　
　
勝
　
議
員

各
種
募
金
、
協
力
金
、

会
費
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

鉄
道
施
設
に
対
す
る

市
の
考
え
方
に
つ
い
て

中
澤
　
広
行
　
議
員

一 般 質 問一 般 質 問

昔、懐かしいチンチン電車

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

赤
い
羽
根
・
緑
の
羽
根

募
金
ポ
ス
タ
ー



市
民
目
線
で
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

待
ち
時
間
短
縮
の
番
号

札
発
券
機
や
証
明
書
自
動
交
付

機
の
導
入
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
導
入
で

市
民
に
や
さ
し
い
窓
口
サ
ー
ビ

ス
を
。

番
号
札
発
券
機
は
今
年

度
設
置
し
ま
す
。
自
動
交
付
機

に
つ
い
て
は
、
費
用
面
や
多
機

能
性
を
考
慮
し
、
総
務
省
が
今

年
度
行
う
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
住
民
票
等
交
付
実
証

実
験
の
結
果
も
視
野
に
入
れ
て

検
討
し
た
い
。
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
導
入
に
つ
い
て
は
、
市

民
に
対
し
て
常
に
親
切
丁
寧
な

窓
口
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す

が
、
市
民
総
合
案
内
と
い
う
観

点
か
ら
全
庁
的
に
研
究
し
ま
す
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
今
後
研
究
し
た
い
。

教
育
向
上
の
取
り
組
み
は

学
校
・
家
庭
・
地
域
三

者
連
携
推
進
協
議
会
の
あ
り
方

は
。
ま
た
、
学
校
耐
震
化
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
が

お
互
い
に
連
携
し
合
い
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
未

来
の
渋
川
を
担
う
子
供
た
ち
を

育
て
ら
れ
る
よ
う
に
協
力
体
制

を
作
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

耐
震
化
は
８
年
で
の
完
了
を

目
標
に
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、

改
正
さ
れ
た
地
震
防
災
対
策
特

別
措
置
法
に
沿
っ
て
計
画
の
再

検
討
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

教
師
の
多
忙
対
策
や
、

学
校
支
援
な
ど
教
育
環
境
向
上

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

新
た
な
教
育
課
題
へ
の

対
応
な
ど
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

会
議
や
研
修
の
見
直
し
、
業
務

の
効
率
化
・
Ｉ
Ｔ
化
の
促
進
、

部
活
動
の
適
正
化
、
校
内
で
の

応
援
・
協
力
体
制
の
推
進
等
を

行
い
、
教
師
が
子
供
と
ふ
れ
あ

う
時
間
を
確
保
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

国
道
・
県
道
の
崩
落
に

よ
り
祖
母
島
、
村
上
地
区
は
孤

立
す
る
。
吾
妻
川
沿
い
に
祖
母

島
、
川
島
は
平
坦
な
土
地
で
、

水
も
電
力
も
あ
る
。
防
災
、
企

業
誘
致
、
地
域
間
交
流
等
、
小

野
子
祖
母
島
間
の
橋
り
ょ
う
建

設
に
は
大
き
な
効
果
が
あ
る
。

認
識
と
考
え
は
。

本
市
は
河
川
に
よ
り
市

域
が
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、

新
市
の
一
体
性
を
確
立
す
る
う

え
で
、
橋
り
ょ
う
の
担
う
役
割

は
大
き
く
、
総
合
計
画
で
は
、

道
路
・
橋
り
ょ
う
整
備
の
推
進

を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ

に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

安
全
安
心
の
視
点
か
ら
の
評

価
で
は
、
崩
落
危
険
箇
所
が
最

も
多
い
同
地
区
が
、
災
害
時
の

代
替
ル
ー
ト
と
し
て
最
も
高
い

評
価
を
受
け
て
お
り
、
多
大
な

効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
形
状
や
面
積
の
点

で
企
業
誘
致
の
候
補
地
区
と
し

て
検
討
に
値
し
ま
す
が
、
市
内

の
土
地
の
利
活
用
状
況
、
企
業

誘
致
の
各
種
情
報
等
総
合
的
に

調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

市
の
主
体
事
業
３
橋
に

つ
い
て
は
早
期
に
同
時
着
工
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
可
能
性
は
。

３
橋
同
時
着
工
に
つ
い

て
は
、
財
政
状
況
か
ら
判
断
し

て
難
し
い
状
況
で
す
。
今
後
は
、

道
路
・
橋
り
ょ
う
整
備
計
画
基

礎
調
査
に
お
け
る
整
備
優
先
性

を
踏
ま
え
た
整
備
方
針
を
基
本

と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

75
歳
以
上
の
人
間
ド
ッ

ク
に
助
成
金
の
考
え
は
。
ま
た
、

特
定
健
診
等
に
混
乱
は
生
じ
な

か
っ
た
か
。

後
期
高
齢
者
を
対
象
と

す
る
人
間
ド
ッ
ク
助
成
は
、
ま

ず
は
保
険
者
で
あ
る
広
域
連
合

に
対
し
て
実
施
を
働
き
か
け
ま

す
。
特
定
健
診
は
、
市
民
の
利

便
と
周
知
を
図
り
、
円
滑
な
事

業
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

安
カ
川
信
之
　
議
員

ＪＲ祖母島駅とその周辺

平
方
　
嗣
世
　
議
員

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

一 般 質 問一 般 質 問

市
民
に
や
さ
し
い
市
役
所
を

橋
り
ょ
う
建
設
の
効
果
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
影
響
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

新
た
に
設
置
さ
れ
た
番
号
札
発
券
機


